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(57)【要約】
【課題】　封筒を開封することなく封入物の一部を見る
ことができ、封入物を傷つけることなく保護することが
でき、しかも開封が容易な板紙を用いた封筒を提供する
ことを目的とする。
【解決手段】　板紙とプラスチックフィルムが積層され
た積層体からなり、前記積層体を端部に糊代を有する矩
形状に打抜かれてなるブランクとなし、前記ブランクを
折り畳み、前記積層体の端部を接着することにより形成
された封筒であって、前記プラスチックフィルム側が封
筒の内面とされ、且つ前記板紙には窓部が形成されてい
ることを特徴とする板紙を用いた封筒である。
【選択図】　　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
板紙とプラスチックフィルムが積層された積層体からなり、前記積層体を端部に糊代を有
する矩形状に打抜かれてなるブランクとなし、前記ブランクを折り畳み、前記積層体の端
部を接着することにより形成された封筒であって、前記プラスチックフィルム側が封筒の
内面とされ、且つ前記板紙には窓部が形成されていることを特徴とする板紙を用いた封筒
。
【請求項２】
前記板紙の坪量が１８０～５５０ｇ／ｍ2 であることを特徴とする請求項１に記載の板紙
を用いた封筒。
【請求項３】
前記ブランクが、１辺の端部に罫線を介して封緘用フラップが設けられ、且つ、該封緘用
フラップに２本の破断線からなる開封用ジッパーが前記罫線に沿って設けられていること
を特徴とする請求項１または２に記載の板紙を用いた封筒。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、商品カタログ、パンフレット、教材、書籍等の封入物を郵送、宅配、あるい
は手渡し等をすることができ、受け取った顧客が容易に開封できる板紙を用いた封筒に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、商品カタログ、パンフレット、教材、書籍等を封入して郵送、宅配等するた
めに窓あき封筒が広く利用されている。窓あき封筒は、例えば封入物の一部に送付先の住
所・宛名等を印字して窓あき封筒の窓から見えるように封入しておけば、封筒に送付先の
住所・宛名等を印字する手間が省け、事務能率を大巾に向上することができる。また、封
入物には、説明、写真やイラスト等の情報が、印刷により表現されていることが一般的で
あり、表現される情報が窓あき封筒の窓から見えるようにしておけば、受取人が、封入物
に対してイメージや興味が湧き、封筒を開くことなく廃棄してしまうことを防ぐことがで
き、封筒の開封率向上が図れる。このように窓あき封筒は、通販会社、デパートや旅行会
社等の送り手側にとっても便利なものである。
【０００３】
　窓あき封筒としては、封筒用紙を打ち抜いて形成された窓あき部に透明な薄膜を貼付し
たものが広く知られている（例えば、特許文献１参照）。しかしながら、封筒用紙は腰が
ないために見栄えがしない、あるいは封入物を保護することができず、特に教材、書籍等
の重量が大きい封入物の場合には、郵送、宅配等の衝撃やハンドリングの外力により、封
入物を傷めたり、封筒用紙が破れたりすることがあるという問題がある。一方、封入物を
保護するために使用される封筒としては、板紙または段ボールシートよりなる冊子用封筒
が知られている（例えば、特許文献２参照）。この冊子用封筒は、封筒用紙に板紙または
段ボールシートが使用されているので強度があり封入物を十分に保護することができるが
、窓あきがないので開封するまでは封入物を見ることができず、受取人に対するアピール
が乏しく開封することなく捨てられることがあるという問題がある。また、冊子用封筒の
内周には隠し切り込みが形成されているものの開封性が十分とはいえないものである。そ
こで、封入物を保護することができ、しかも封筒を開封することなく封入物の一部が見え
る封筒の開発が望まれていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開昭６０－１６１０４５号公報
【特許文献２】特開２００２－３０２１２８号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記のような従来の問題点に鑑み、封筒を開封することなく封入物の一部を
見ることができ、封入物を傷つけることなく保護することができ、しかも開封が容易な板
紙を用いた封筒を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、請求項１に記載の本発明は、板紙とプラスチックフィルム
が積層された積層体からなり、前記積層体を端部に糊代を有する矩形状に打抜かれてなる
ブランクとなし、前記ブランクを折り畳み、前記積層体の端部を接着することにより形成
された封筒であって、前記プラスチックフィルム側が封筒の内面とされ、且つ前記板紙に
は窓部が形成されていることを特徴とする板紙を用いた封筒である。
【０００７】
　また、請求項２に記載の本発明は、請求項１に記載の板紙を用いた封筒において、前記
板紙の坪量が１８０～５５０ｇ／ｍ2 であることを特徴とするものである。
【０００８】
　また、請求項３に記載の本発明は、請求項１または２に記載の板紙を用いた封筒におい
て、前記ブランクが、１辺の端部に罫線を介して封緘用フラップ設けられ、且つ、該封緘
用フラップに２本の破断線からなる開封用ジッパーが前記罫線に沿って設けられているこ
とを特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１に記載の発明によれば、板紙とプラスチックフィルムが積層された積層体とす
ることにより、封筒の材質が丈夫なものとなり、封入物を保護することができ、郵送、宅
配等の衝撃やハンドリングの外力により、封入物を傷めることがない。また、板紙を用い
た構成としているので通常の封筒より腰があり、見栄えもよい封筒にすることができる。
また、板紙には窓部が形成されているので、封入物の一部に送付先の住所・宛名等を印字
しておいて、これらの印字が封筒の窓部から見えるように封筒に封入することにより、封
筒に送付先の住所・宛名等を印字する手間が省け事務能率を大巾に向上することができる
と共に、封入物に印刷された情報が板紙を用いた封筒の窓部から見えるようにしておくこ
とにより、受取人に対して、封入物に対するイメージや興味を湧かせることができ、封筒
を開封することなく廃棄されてしまうことを防止でき封筒の開封率向上が図れるという効
果を奏するものである。さらに、プラスチックフィルム側が封筒の内面とすることにより
、封筒に封入物を挿入する場合、例えば、カタログ等のシートが封筒の窓部に引っ掛かる
ことなくスムーズに挿入できるので、送り手側にとって封入作業の効率化が図れるという
効果がある。また、封入物の自動挿入化（機械化）が可能となる。
【００１０】
　また、請求項２に記載の発明は、請求項１の奏する効果に加え、板紙の坪量が１８０～
５５０ｇ／ｍ2 である構成としたので、積層体を端部に糊代を有する矩形状に打抜かれて
なるブランクを、カートン等の貼加工に使用される製凾機を用いて貼加工をして封筒を製
造することができ、封筒製造機械を新規導入する必要がない。
【００１１】
　また、請求項３に記載の発明は、請求項１、請求項２の奏する上記効果に加え、１辺の
端部に罫線を介して封緘用フラップ設けられ、且つ、該封緘用フラップに２本の破断線か
らなる開封用ジッパーを罫線に沿って設ける構成としているので、積層体が板紙とプラス
チックフィルムが積層された丈夫な材質であっても開封用ジッパーより積層体を引裂き、
封筒を容易に開封できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
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【図１】本発明にかかる板紙を用いた封筒の外面から見た一実施形態を示す展開図である
。
【図２】図１におけるＸ－Ｘ線断面図である。
【図３】本発明にかかる一実施形態の板紙を用いた封筒の組立て例を示す説明図である。
【図４】本発明にかかる一実施形態の板紙を用いた封筒の開封状態を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下図面を用いて、本発明の実施形態について説明する。図１は本発明にかかる板紙を
用いた封筒の外面から見た一実施形態を示す展開図、図２は図１におけるＸ－Ｘ線断面図
、図３は本発明にかかる一実施形態の板紙を用いた封筒の組立て例を示す説明図、図４は
本発明にかかる一実施形態の板紙を用いた封筒の開封状態を示す説明図である。
図中の符号Ａは板紙を用いた封筒、Ａ’は封緘物、１は積層体、１ａは板紙、１ｂはプラ
スチックフィルム、２はブランク、３ｔは縦罫線、３ｙは横罫線、４は表パネル、５は裏
パネル、６は封緘用フラップ、７は糊代、８、８’、８’’は窓部、９は開封用ジッパー
、９ａは破断線、１０は開封片をそれぞれ示す。
【００１４】
　本発明にかかる板紙を用いた封筒の一実施形態は図１～３に示すとおりである。図１に
示すように本発明の板紙を用いた封筒は、板紙とプラスチックフィルムが積層された積層
体１を略矩形状に打抜かれてなるブランク２を組み立てて形成される。ブランク２は、左
右の中央に縦罫線３ｔが形成され、板紙を用いた封筒の表側となる表パネル４と裏側とな
る裏パネル５とに区画されている。表パネル４の右端部には縦罫線３ｔを介して封緘用フ
ラップ６が延設されている。ブランク２の裏パネル５の上下端部には横罫線３ｙ、３ｙを
介して外方にフラップが形成され糊代７、７とされている。
　なお、図示はしないが、表パネル４、裏パネル５の外面には受取人の興味を湧かせ開封
率の向上を図るための広告、デザイン等の印刷を施すのが好ましい。
【００１５】
　表パネル４には大中小の窓部８、８’、８’’が形成されている。例えば、窓部８は封
入物に記載された受取人の宛名、住所が窓部８より外面からプラスチックフィルム１ｂ（
図２参照）を透して見えるために形成するものであり、中小の窓部８’、８’’は、封入
物の内容を見せたり、例えば、封入物に印刷されたキャンペーン等の重要告知事項を見せ
特に受取人に注目させるために形成するものであり、受取人が開封する前に封入物の内容
が確認でき、あるいは、受取人の興味を湧かせ封筒の開封率を高めるためのものである。
窓部の数は送り手の用途により適宜形成することができる。なお、窓部８は、縦罫線３ｔ
より少なくとも５ｍｍ以上の間隔を設けて窓部８’側に寄せて形成するのが好ましい。間
隔が５ｍｍ未満となると封緘用フラップ６を縦罫線３ｔで折り曲げるのが難しい。また、
封緘用フラップ６には２本の破断線９ａ、９ａからなる開封用ジッパー９が縦罫線３ｔに
沿って設けられている。縦罫線３ｔ、横罫線３ｙは、リード罫、押罫、ミシン目、半切れ
、半切れミシン目で形成することができるが、ブランク２を縦罫線３ｔおよび横罫線３ｙ
で折り曲げたとき、元に戻ろうとする反発性をなくし、スムーズ、且つ外観よくブランク
２を折り曲げて封筒に成形することができるのでリード罫にするのが好ましい。なお、こ
こでいうリード罫とは、積層体２を貫通するミシン目部と押罫部が交互に形成されたもの
をいう。広義には折線に切り込みを入れることによって、折り曲げたブランクが元に戻ろ
うとする反発性をなくす性質（デッドホールド性）を付与したものをいう。
【００１６】
　封緘用フラップ６に設ける開封用ジッパー９の２本の破断線９ａは、ミシン目、略Ｌ字
状でもよいが、Ｙ字状が好ましく、板紙を用いた積層体１であっても２本の破断線９ａに
沿って、封緘用フラップ６の一部を帯状に切り取り容易に開封できる。なお、封緘用フラ
ップ６の端部は封緘時に接着剤が開封用ジッパー９にはみださないように外側の破断線９
ａよりやや外方に延設するか、あるいは外側の破断線９ａを縦罫線３ｔ側に寄せて設け、
端部の余白を広くして糊付け作業が容易に行えるようにするのが好ましい。
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【００１７】
　次に、図２を用いて本発明の板紙を用いた封筒の積層構成について説明する。図２は図
１のＸ－Ｘ線断面図であって、本発明に用いる積層体１は、板紙１ａとプラスチックフィ
ルム１ｂとが接着剤（図示せず）を介して積層された構成である。大中の窓部８、８’は
板紙の所定位置を打抜き切取ることにより形成されている。本発明に用いられる板紙とし
ては、コートボール、ノーコートボール、カード紙、アイボリー、クラフトボール等のコ
ート紙、ノーコート紙を挙げることができる。板紙１ａの坪量としては、１８０～５５０
ｇ／ｍ2 が好ましく、２１０～４００ｇ／ｍ2 がより好ましい。上記坪量とすることによ
り、従来のカートンの貼加工に使用される製凾機を用いて封筒を製造することができ、新
規封筒製造機械を導入する必要がない。本発明に用いられるプラスチックフィルム１ｂと
して、ポリプロピレン、ポリエステル、スチレン、塩化ビニル、ポリ乳酸等を用いること
ができ、生産性、経済性、廃棄性を考慮するとポリプロピレン、ポリエステルがより好ま
しい。さらには未延伸フィルムより二軸延伸フィルムの方が窓部の透明性が優れているの
で好ましい。プラスチックフィルム１ｂの厚さとしては、通常９μｍ～４０μｍである。
【００１８】
　本発明の積層体１は、まず、板紙１ａの外面にオフセット、グラビア、フレキソ等の印
刷法で印刷を施し、打抜き機で打抜き、所定位置に窓部を形成し、その後、フィルム貼り
機を用いて印刷面と反対面に接着剤を介して窓部を覆い全面にプラスチックフィルム１ｂ
を貼り合せ積層することにより製造される。積層に使用される接着剤はエマルジョンタイ
プあるいは溶剤タイプのいずれでもよい。而して，積層体１を所定の罫線、抜き刃、破断
線を備えた抜型を搭載した打抜き機で打抜き、窓部と罫線と２本の破断線からなる開封用
ジッパーを備えたブランク２を作製する。なお、プラスチックフィルム１ｂ側が抜型に当
接するように打抜く方が、打抜き時にプラスチックフィルム１ｂのフィルム屑の発生がな
いので好ましい。そして、カートンの貼加工に使用される製凾機を用いて後述する組立て
方法によりブランク２を所定の罫線で折り畳み、エマルジョン型接着剤、溶剤型接着剤、
ホットメルト型接着剤等のいずれかを用いて糊代７と表パネル４の内面とを接着して、封
緘用フラップ６のみが折り曲げも接着もされていない状態の板紙を用いた封筒Ａ（図３参
照）が作製される。
【００１９】
　次に、図３を用いて、本発明の板紙を用いた封筒Ａの組立て方法の一例について説明す
る。図３に示すようにブランク２は、裏パネル５の上下端部の糊代（フラップ）７を横罫
線３ｙで内面に折り畳み、折り畳まれた糊代７の外面に接着剤が塗布され、中央の縦罫線
３ｔで表パネル４が内面側に折り畳まれ、表パネル４の内面と糊代７の外面とが接着剤を
介して接着され、（イ）の状態のブランク２から（ロ）に示すように封緘用フラップ６側
が開口部となったような袋状に製袋され、本発明の板紙を用いた封筒Ａが完成する。その
後、開口部より、封入物の所定の記載位置が窓部８、８’、８’’に位置するように封入
物を封入し、封緘用フラップ６側の縦罫線３ｔで封緘用フラップ６を内側（図３（ロ）に
示す矢印方向）に折り畳み接着剤（図示しない）を介して封緘用フラップ６の端部を裏パ
ネル５の外面に接着し、（ハ）に示す状態に封緘され、板紙を用いた封筒Ａにより封緘さ
れた封緘物Ａ’となる。封緘用フラップ６の封緘に際して、開封用ジッパー９に接着剤が
はみだして付着しないようにすることが肝要である。
【００２０】
　上記封緘物Ａ’は窓部８からプラスチックフィルム１ｂを透して見える封入物に記載さ
れた住所、宛名により送り先に郵送、宅配される。受取人は、図４に示すように封緘用フ
ラップ６の２本の破断線９ａ間の上端部を摘み、破断線９ａのＹ字状切目のＹ字の上から
下に向かう方向に引っ張ることにより破断線９ａに沿って切取り、開封片１０を取り除く
ことにより容易に開封でき、封入物を取出し閲覧することができる。
【００２１】
　次に、本発明について以下に実施例を挙げてさらに詳しく説明する。
【実施例１】
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【００２２】
　板紙に枚葉のコートボール２１０ｇ／ｍ2 を用い、枚葉ＵＶオフセット印刷機でコート
ボールのコート面にＵＶインキで所定の絵柄、文字等をオフセット印刷した。次に打抜き
機でコートボールを打抜いて所定の形状の大中小の大きさの３つの窓部を所定位置に形成
した。その後、プラスチックフィルムに厚さ１８μｍの易接着処理された二軸延伸ポリプ
ロピレンフィルム（東レ株式会社製、銘柄名：トレファンＳ６４８）を用いてフィルム貼
り機でコートボールの印刷面と反対側の面とをアクリル系樹脂の水性エマルジョンを主剤
としエポキシ系樹脂を硬化剤とし、これらを混合した接着剤を介して積層し、積層体１を
作製した。而して所定のリード罫とジッパー用切刃と所定の切刃を備えた抜型を搭載した
打抜き機で図１に示すブランク２を作製した。次に、カートンの貼加工に使用される製凾
機（ジャケット貼り機）を用い酢酸ビニル系樹脂のエマルジョン型接着剤でブランク２を
貼加工し、図３（ロ）に示す袋状に貼加工（いわゆるジャケット貼）された本発明の板紙
を用いた封筒Ａを作製した。
【００２３】
　つぎに、上記板紙を用いた封筒Ａの開口部より、封入物の所定の記載事項が窓部に位置
するように教材を挿入し、接着剤を介して封緘用フラップ６の端部を裏パネル５の外面に
接着し封緘物Ａ’を作製した。封入物の記載事項は封緘物Ａ’の窓部８よりプラスチック
フィルム１ｂを透して明確に視認することができ、他の窓部８’、８’’からは重要告知
事項などが見え受取人にとって大きなインパクトを与える封緘物であった。また、封緘物
Ａ’は封緘用フラップ６の端部より２本の破断線９ａに沿って容易に切取ることができ、
開封できた。
【符号の説明】
【００２４】
　　　Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　板紙を用いた封筒
　　　Ａ’　　　　　　　　　　　　　　　　　封緘物
　　　１　　　　　　　　　　　　　　　　　　積層体
　　　１ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　板紙
　　　１ｂ　　　　　　　　　　　　　　　　　プラスチックフィルム
　　　２　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブランク
　　　３ｔ　　　　　　　　　　　　　　　　　縦罫線
　　　３ｙ　　　　　　　　　　　　　　　　　横罫線
　　　４　　　　　　　　　　　　　　　　　　表パネル
　　　５　　　　　　　　　　　　　　　　　　裏パネル
　　　６　　　　　　　　　　　　　　　　　　封緘用フラップ
　　　７　　　　　　　　　　　　　　　　　　糊代
　　　８、８’、８’’　　　　　　　　　　　窓部
　　　９　　　　　　　　　　　　　　　　　　開封用ジッパー
　　　９ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　破断線
　　　１０　　　　　　　　　　　　　　　　　開封片



(7) JP 2011-98744 A 2011.5.19

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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